
　３月にVol.17を発行以来、コロナ禍の下よう
やくVol.18の発行です。武田博允さんのワー
クはまさに大阪狭山の文化史に残る業績、ま
た辻田香恵子さんの“商い”哲学は商売の本
質を語る言葉として感じ入りました。それにし
ても狭山のホタル、AIやITの対岸にあるよう
な、この自然の営みの素晴らしさに心癒される
思いです。尚、“ゆめ”の主タイトルは元テレビマ
ンユニオン会長・萩元晴彦氏の言葉です。
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AGUAとはスペイン語で「水」を意味します。
狭山池をシンボルにいただく
大阪狭山市をイメージしています。

大
阪
狭
山
市
で
撮
影
を
す
る
楽
し
み
は
、

朝
夕
の
狭
山
池
と
狭
山
池
博
物
館
の
光

と
影
の
面
白
さ
で
す
。特
に
水
に
思
い
を

馳
せ
る
時
、視
覚
の
拠
り
所
と
な
る
光
の

透
明
性
を
意
識
し
ま
す
。狭
山
池
博
物
館

の
ダ
ム
の
水
し
ぶ
き
を
逆
光
で
、レ
ン
ズ

に
乱
反
射
す
る
そ
の
時
、キ
ラ
キ
ラ
光
る

水
の
飛
び
跳
ね
る
様
々
な
水
の
カ
タ
チ

を
撮
っ
て
み
ま
し
た
。

「
水
の
カ
タ
チ
」

表
紙
の
こ
と
ば

編集後記

と

わが街・再発見！  大阪狭山市地域情報誌 18vol2020.11

［連載］このまちにこんな話が… 
大阪狭山にもオオカミがいた！？ 橋上 猛雄

まちの暮らしを彩るプロデューサー まちの暮らしを彩るプロデューサー ひと

新しいことは一人の人間の
熱狂から始まる 武田 博允武田 博允

ゆめ

特 

集

特 

集

ぶらり狭山のため池散歩③

第二狭山池（副池）まち 中山 　潔中山 　潔

AGUA vol.17の感想
毎号、知っている方のお名前を発見した
り、写真を拝見したり、AGUAを通じてそ
の活躍ぶりを知り「すごいなぁ！！」と感動
しています！行ってみたいと思うところも
あります。これからも身近なことをいろい
ろと載せてください。楽しみにしています。
大阪狭山市狭山 F様（68歳）

バレエ教室の少女たちの可愛らしいこと。
挨拶は本当に大切ですね。美しい心を育
んで活躍されることを老婆心ながら願っ
ています。
堺市東区 W様（80歳）

狭山に長く住んでいても“ふれあいばし”は知り
ませんでした。一度訪れてみたいと思います。
大阪狭山市大野台 T様（68歳）　

散歩がてら鍋千代公の釣燈籠を見に狭間神社
へ行ってきました。住宅地に今も残る神社に我
が町の歴史を感じました。
大阪狭山市半田 O様（64歳）

“ぶらり狭山のため池散歩”を毎回楽しみに読ん
でいます。
大阪狭山市東野 N様（70歳）

グルメリポートの“鮨 横山”は美味しいもの
を食べたくなったら行っているお店です。
私も一押しです。
大阪狭山市大野台 N様（72歳）

エコな時代、オーガニック製品をもっと身近に取り
入れたいと思います。布土木さんの“人にやさしく 
地球にやさしく”、とても素敵なモットーですね！
河内長野市 S様（52歳）

大阪狭山市グルメリポート 「炭火焼イタリアン La-Pace」

大阪狭山市ショップ情報 「まるなりぽんず」

自転車de GO! GO! ／ CROSS WORD PUZZLE

SAYAKAホール EVENT PICKUP ／ AGUA vol.17の感想

EVENT PICKUP

開演／14：00  開場/13：15
前売／一般 3,600円 

大ホール
（土）1.232021

（当日500円増）全席指定・税込

お問い合せ TEL.072-365-8700 http://www.sayaka-hall.jp

主　催 （公財）大阪狭山市文化振興事業団
制作協力（有）三栄企画

発売中

※未就学児童の入場はご遠慮願います。

SAYAKAで初笑い！

桂文枝独演会
さやか寄席

（
公
財
）日
本
広
告
写
真
家
協
会
正
会
員

小
川 

幸
三

今号からAGUAの表紙を絵画作品からフォト作品に変更しました。
作品を一般募集しております。プロ・アマを問わず、どなたでもチャレンジください！
作品テーマはAGUA「水」です。様 な々「水」の「かたち」をお寄せください。
作品は未発表のものに限ります。採用作品はAGUAの表紙に掲載します。 ☎072-365-8700（SAYAKAホール）

［e-mail］ agua@sayaka-hall.jp
宛先はこちら

お問合せ

あなたの作品が
AGUA表紙に！

辻田 香恵子



　

そ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
タ
イ
ル
に
寄
り

添
っ
た
接
客
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
香
恵
子
さ
ん
の
心
遣
い
の
表
れ

が
手
描
き
の
熨
斗
紙
。
季
節
の
草
花
や

風
景
を
水
彩
で
描
き
ま
す
。「
同
じ
商

品
は
百
貨
店
で
も
買
え
る
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、
こ
の
熨
斗
紙
は
世
界
に
こ

こ
だ
け
。
そ
れ
を
目
当
て
に
足
を
運
ん

で
下
さ
る
方
に
私
は
心
ば
か
り
の
お
福

分
け
を
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。」

 

いつ
で
も
前
向
き
に

　

明
る
く
元
気
な
香
恵
子
さ
ん
で
す

が
、
10
年
程
前
に
大
病
を
患
い
ま
し
た
。

仲
良
く
し
て
い
た
ご
近
所
さ
ん
が
癌
で

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
健
康
診

断
を
受
診
。
血
液
の
癌
で
し
た
。
幸
い

初
期
の
発
見
で
し
た
が
、
薬
の
副
作
用

で
髪
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
時
も
、

「
今
日
は
ど
の
ウ
ィ
ッ
グ
に
し
よ
う
か

な
。」
と
お
洒
落
心
を
絶
や
さ
ず
闘
病

生
活
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。今
で
は
すっ

か
り
快
復
し
、
ご
主
人
と
た
ま
の
ゴ
ル

フ
と
毎
年
の
ス
キ
ー
を
楽
し
み
に
、
毎
朝

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
週
に一
度
の
ヨ
ガ
を
欠

か
さ
な
い
、
は
つ
ら
つ
そ
の
も
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
中
も
閑
古

鳥
が
鳴
こ
う
が
何
の
そ
の
。
持
て
余
し

た
時
間
は
有
効
活
用
。
マ
ス
ク
が
不
足

し
手
に
入
ら
な
い
中
、
可
愛
い
チ
ャ
ー
ム

を
付
け
た
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
を
作
っ
て
は
、

一
筆
一
筆
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
周
り
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
そ
の
数
な

ん
と
３
０
０
枚
！
コ
ロ
ナ
を
吹
っ
飛
ば
し

て
く
れ
そ
う
な
ポ
ジ
ティ
ブ
さ
。

 

ひ
と
を
つ
な
ぐ
場
所

　

香
恵
子
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
売
っ
て

い
る
も
の
は
ハ
ー
ド（
商
品
）。
だ
け
ど
、

そ
れ
と
一
緒
に
ソ
フ
ト
（
気
持
ち
）
を

伝
え
る
こ
と
が
大
事
。
お
客
様
に
と
っ

て
今
何
が
必
要
か
、
ま
ち
や
そ
こ
に
暮

ら
す
人
た
ち
の
変
化
に
合
わ
せ
、
お
店

も
少
し
ず
つ
変
え
て
き
た
。
ま
ち
と
一

緒
に
歩
ん
で
き
た
か
ら
今
が
あ
る

…
…
。」
と
。

　

店
名
の 〝
あ
ん
し
ゃ
ん
て

（
E
n
c
h
a
n
t
e
）〞 は
フ
ラ
ン
ス
語

で
「
は
じ
め
ま
し
て
」
や
、「
と
て
も
う

れ
し
い
」
と
い
う
意
味
。 〝
新
し
い
物
と

の
出
会
い
、
心
の
と
き
め
き
、
人
と
の
つ

な
が
り
〞 を
大
事
に
す
る
香
恵
子
さ
ん

の
お
店
に
ぴ
っ
た
り
の
名
前
で
す
。

さ
ん
「
こ
の
よ
う
な
お
店
で
大
事
な
こ

と
は
、
店
主
も
お
客
様
も
互
い
に 〝
飽

き
な
い
〞 よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。
人
を

飽
き
さ
せ
な
い
、
そ
れ
が 〝
商
い
〞 の
原

理
だ
と
思
う
の
で
努
力
し
て
い
る
の

…
…
。」
と
。
実
は
香
恵
子
さ
ん
は
大

阪
市
中
央
区
（
旧
南
区
）、
旧
高
島
屋

東
別
館
の
辺
り 〝
御
蔵
跡
〞 の
生
ま
れ
。

か
つ
て
は
「
東
の
花
川
戸
（
浅
草
）、
西

の
御
蔵
跡
」
と
呼
ば
れ
、
１
０
０
軒
以

上
の
履
物
問
屋
が
軒
を
連
ね
た
商
人
の

街
で
す
。
彼
女
の
商
い
の
哲
学
は
こ
こ

が
原
点
で
し
ょ
う
ね
。

　
こ
こ
に
は
今
日
も
マ
ダ
ム
と
の
お
し
ゃ

べ
り
が
楽
し
み
で
、
そ
れ
を
お
目
当
て
に

お
客
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
す
。
衣
服
の

コ
ー
ディ
ネ
ー
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
見
立
て
、
な
ん
て
こ
と
な
い
世

間
話
…
…
果
て
は
旦
那
の
愚
痴
ま
で
⁉

ま
さ
に
街
の
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ロ
ン
で
す
。

日
本
の
四
季
折
々
に
関
す
る
小
物
や
陶

器
の
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
お
客
の

ニ
ー
ズ
を
探
り
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ン

 

ボ
ン
ジュ
ー
ル  

マ
ダ
ム
！

　

大
阪
狭
山
市
、
近
畿
大
学
病
院
の

ほ
ど
近
く
、
西
山
台
の
住
宅
地
の
一
角

に
何
や
ら
楽
し
げ
な
小
さ
な
雑
貨
屋
さ

ん
。
看
板
に
は
〈
C
o
C
o
あ
ん
し
ゃ

ん
て
〉。
中
へ
入
る
と
、
店
の
主
ら
し
き

女
性
が
華
や
か
な
笑
顔
で
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
何
気
な
く
着
け
ら
れ
た
深

紅
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
が
お
し
ゃ
れ
。
こ
の
お

店
の
オ
ー
ナ
ー
、
マ
ダ
ム
香
恵
子
こ
と
辻

田
香
恵
子
さ
ん
で
す
。
招
か
れ
て
奥
に

進
む
と
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
商
品
が
所

狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。
指
輪
、
ネ
ッ
ク

レ
ス
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
か
ら
、
バ
ッ
グ
、
財
布
、
ス
カ
ー
フ

と
いっ
た
服
飾
小
物
、
軽
い
仕
立
て
の
部

屋
着
に
お
し
ゃ
れ
着
な
ど
ア
パ
レ
ル
商
品

も
ず
ら
り
。
更
に
テ
ー
ブ
ル
ス
タ
ン
ド
や

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
と
いっ
た
イ
ン
テ
リ
ア
グ
ッ

ズ
ま
で
。一
見
雑
多
に
見
え
る
そ
れ
ら
が

不
思
議
と
調
和
し
て
い
る
の
で
す
。
驚
い

て
い
る
気
持
ち
を
察
し
て
か
、
香
恵
子

テ
ィ
ー
ク
雑
貨
や
洋
服
も
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。
少
し
で
も
お
客
様
の
心
を

豊
か
に
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

…
…
と
い
う
の
が
香
恵
子
さ
ん
の
モ
ッ

ト
ー
な
の
で
す
。

　

香
恵
子
さ
ん
も
最
初
は
企
業
に
就
職

を
し
ま
し
た
。
当
時
は
大
阪
万
博
の
建

設
期
。
銀
行
や
証
券
会
社
へ
の
話
も
あ

り
ま
し
た
が
、
も
の
を
ゼ
ロ
か
ら
創
り

上
げ
る
魅
力
を
感
じ
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

に
入
社
。
男
性
社
員
が
多
い
中
、
持
ち

前
の
パ
ワ
ー
で
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
た

の
で
す
が
、
結
婚
を
機
に
退
職
。
お
相

手
は
同
じ
く
建
築
に
携
わ
る
男
性
。てっ

き
り
仕
事
の
関
係
の
方
か
と
思
い
き
や
、

中
学
の
同
級
生
と
い
う
か
ら
驚
き
。「
隣

の
ク
ラ
ス
の
男
の
子
。」
と
に
っ
こ
り
。

 

コ
ー
ディ
ネ
ー
ト
す
る
よ
ろ
こ
び

　

結
婚
後
は
フ
リ
ー
で
当
時
は
ま
だ
珍

し
い
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
。
モ
デ
ル
ル
ー
ム
や
店
舗
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
任
さ
れ
る
中
、
更
な
る
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
２
級
建
築
士

の
資
格
を
取
る
た
め
に
夜
間
の
専
門
学

校
へ
通
い
ま
す
。
四
十
路
も
す
ぎ
て
の
挑

戦
。
仕
事
と
子
育
て
の
二
足
の
わ
ら
じ

に
加
え
て
の
猛
勉
強
。
若
い
学
生
達
と

切
磋
琢
磨
し
見
事
合
格
を
手
に
し
ま

す
。
生
活
空
間
を
演
出
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
感
じ
た
香
恵
子
さ
ん
は
自
身
の

お
店
を
持
つ
こ
と
を
決
心
し
ま
す
。
そ

れ
が
今
か
ら
25
年
前
、〈
C
o
C
o
あ

ん
し
ゃ
ん
て
〉
の
始
ま
り
で
す
。

ひと
﹇
特
集
﹈

ま
ち
の
暮
ら
し
を
彩
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

辻
田 

香
恵
子

Kaeko
TSUJITA

た

     

い
ち
ょ
う
通
り

     

い
ち
ょ
う
通
り

帝塚山学院大学●帝塚山学院大学●

子育て
支援センター

●

子育て
支援センター

●
南第一小学校

●
南第一小学校

●

洋食のラグー●洋食のラグー●

キタバ薬局●キタバ薬局●

大阪狭山市西山台３丁目２-６
TEL：０７２-３６８-３５５８
［営］11:00～19:00  ［休］日曜日

CoCoあんしゃんて

世
の
中
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
不
安
な
状
態
、

一
体
い
つ
ま
で
続
く
の
か
…
…
出
口
が
見
え
な
い
。

そ
れ
で
も
今
生
き
て
い
る
以
上
、

ど
う
せ
な
ら
明
る
く
過
ご
し
た
い
も
の
。

今
回
は
日
々
の
暮
ら
し
に
彩
り
を
添
え
、

ど
ん
な
時
に
も
前
向
き
に
人
生
を
謳
歌
す
る
一
人
の
女
性
、

辻
田
香
恵
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

世
の
中
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
不
安
な
状
態
、

一
体
い
つ
ま
で
続
く
の
か
…
…
出
口
が
見
え
な
い
。

そ
れ
で
も
今
生
き
て
い
る
以
上
、

ど
う
せ
な
ら
明
る
く
過
ご
し
た
い
も
の
。

今
回
は
日
々
の
暮
ら
し
に
彩
り
を
添
え
、

ど
ん
な
時
に
も
前
向
き
に
人
生
を
謳
歌
す
る
一
人
の
女
性
、

辻
田
香
恵
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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）
池
副
（
池
山
狭
二
第大

阪
狭
山
市
で
最
も
新
し
い
た
め
池
　

ふ

く
い
け

ぶらり狭山の
ため池散歩③

中
山
　
潔
（
大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館 

学
芸
員
）

まち
﹇
特
集
﹈

現
在
の
副
池

　

現
在
の
副
池
は
、
昭
和
三
年
八
月

三
一
日
に
着
工
さ
れ
、
五
か
月
の
工
期

で
翌
年
一
月
三
一
日
に
竣
工
し
た
。
樋
管

用
の
金
物
を
酉
島
製
作
所
、
そ
の
他

の
工
事
は
大
阪
市
東
成
区
放
出
町
の

平
田
仁
三
郎
が
請
け
負
っ
た
。
第
二
、

第
三
狭
山
池
の
計
画
は
、
狭
山
池
に

流
入
す
る
水
量
が
貯
水
量
以
上
に
豊

富
で
あ
る
た
め
、
こ
の
池
に
五
万
立

方
坪
貯
え
て
狭
山
池
の
貯
水
量
全
体

を
増
す
た
め
で
あ
っ
た
。
中
樋
を
大
き

な
取
水
塔
に
作
り
替
え
て
放
水
量
が

増
え
た
の
で
、
狭
山
池
か
ら
は
か
つ
て

の
西
樋
﹇
内
法
二
尺
二
寸（
六
六
・
二

二
㎝
）
四
方
﹈
ほ
ど
の
送
水
の
必
要

が
な
く
、
第
二
狭
山
池
に
送
水
す
る

の
が
主
目
的
と
な
っ
た
た
め
、
直
径
一

尺
二
寸
五
分
（
三
七
・
六
二
五
㎝
）

の
鋼
管
の
み
が
満
水
位
の
一
六
尺（
四
・

八
一
六
ｍ
）
下
に
設
置
さ
れ
た
。
副
池

は
総
面
積
は
五
町
七
反
余（
五
・
六
五

ha
）、
そ
の
内
、
三
都
村
が
二
町
九
反

（
二
・
八
七
ha
）
余
、
狭
山
村
二
町

七
反 （
二
・
六
七
ha
）
余
で
新
た
に

用
地
が
買
収
さ
れ
た
。
さ
ら
に
下
流

部
に
第
三
狭
山
池
の
計
画
も
あ
っ
た

た
め
、
樋
門
は
一
か
所
と
し
、
狭
山
池

西
樋
か
ら
の
流
入
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

の
で
、
特
別
な
除
は
設
け
ず
、
樋
管

最
下
部
に
泥
吐
口
を
設
け
た
の
み
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
年
五
月
に

副
池
が
生
ま
れ
た
い
き
さ
つ

　

池
之
原
一
丁
目
に
あ
る
第
二
狭
山

池
（
副
池
）
は
、
大
阪
狭
山
市
で
最

も
新
し
く
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の

狭
山
池
の
改
修
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
農

業
用
の
た
め
池
で
あ
る
。
大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）
八
月
に
農
林
省
の
用
排

水
改
良
事
業
（
補
助
金
率
½
）
と
し

て
認
可
さ
れ
た
狭
山
池
用
水
改
良

事
業
で
築
か
れ
た
。
当
初
の
計
画
で

は
、
狭
山
池
の
水
深
を
４
尺
一
寸
五

分
（
一
尺
は
三
〇
・
三
㎝
、
一
二
五
・

七
五
㎝
）
高
く
し
て
、
貯
水
量
七

八
〇
〇
〇
余
立
方
坪
（
一
立
方
坪

は
五
・
九
八
㎥
、四
六
六
〇
〇
〇
㎥
）

を
増
し
、
池
底
に
土
砂
が
堆
積
す

る
原
因
で
あ
る
天
野
川
・
今
熊
川

を
狭
山
池
か
ら
独
立
さ
せ
、
大
雨

の
時
に
西
除
に
か
か
る
負
担
を
軽
く

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、昭
和
二
年
（
一
九
二
六
）

に
狭
山
池
の
堤
の
嵩
上
げ
工
事
を
や

め
て
、下
流
の
太
満
池
に
水
深
五
尺（
一

五
〇
・
五
㎝
）
の
嵩
上
げ
と
第
二
・

第
三
狭
山
池
を
新
設
し
て
貯
水
量
一

四
万
五
千
立
方
坪
（
八
六
七
〇
〇
〇

㎥
）
を
増
し
、
灌
漑
範
囲
を
九
七
六

町
歩
（
一
町
歩
は
九
九
一
七
㎡
、
約
一

ha
）
増
し
て
、
二
五
〇
五
町
歩
と
す

る
計
画
変
更
を
申
請
し
、
認
可
さ
れ

た
。
さ
ら
に
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

一
二
月
に
は
第
三
狭
山
池
の
新
設
は

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
不
適
切
と

し
て
中
止
さ
れ
、
狭
山
池
の
嵩
上
げ

工
事
に
戻
さ
れ
て
い
る
。「
大
学
は
出

た
け
れ
ど
」
と
い
う
流
行
語
に
代
表

さ
れ
る
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の

昭
和
恐
慌
も
影
を
落
と
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

副
池
の
場
所
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

第
二
狭
山
池
（
副
池
）
の
場
所
は
、

狭
山
池
の
西
樋
と
西
除
川
を
結
ぶ
水

路
沿
い
に
あ
り
、
明
治
の
地
形
図
を
み

る
と
か
な
り
深
い
渓
谷
を
な
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
（
図
一
参
照
）。
池
尻

自
由
丘
三
丁
目
か
ら
副
池
の
谷
を
隔

て
て
西
に
池
之
原
一
丁
目
、
さ
ら
に
西

除
川
の
谷
を
へ
だ
て
て
西
に
池
之
原
四

丁
目
と
ほ
ぼ
同
じ
標
高
八
〇
m
く
ら
い

で
つ
な
が
り
、
自
然
地
形
で
南
か
ら
の

水
の
流
入
も
な
い
状
態
で
現
在
の
よ
う

な
深
い
谷
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
極
め

て
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
谷
地

形
は
狭
山
池
が
築
造
さ
れ
て
、
そ
の

余
水
吐
（
除
）
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、

度
重
な
る
洪
水
が
つ
く
り
上
げ
た
谷

で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

　

お
そ
ら
く
、
奈
良
時
代
に
狭
山
池
の

堤
防
が
大
規
模
に
嵩
上
げ
（
天
平
宝
字

の
改
修
、
七
六
二
年
）
さ
れ
て
作
ら
れ

た
西
除
が
副
池
の
谷
を
削
り
出
し
、

八
五
〇
年
後
の
慶
長
の
改
修
（
一
六

〇
八
年
）
で
は
こ
の
谷
に
除
の
設
置

は
不
可
能
と
判
断
し
た
片
桐
且
元
が

西
樋
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
西
除
（
現
在
の
西
除
の
起
源
）
を

は
副
池
樋
尻
に
量
水
堰
が
設
置
さ
れ
、

流
量
を
測
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
設
置
さ
れ
た
副

池
の
水
は
、
現
在
も
西
除
に
隣
接
す
る

取
水
施
設
か
ら
狭
山
池
の
水
が
送
ら
れ

て
い
る
が
、
下
流
の
西
除
川
へ
の
放
流

は
狭
山
池
の
取
水
塔
か
ら
流
さ
れ
た
も

の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
、
狭
山
池
の
水
は
大
阪
狭

山
市
の
上
水
道
水
源
の
一
部
（
一
五
％
）

と
し
て
副
池
か
ら
取
水
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
貯
水
池
と
し
て
の

役
割
は
低
下
し
、
狭
山
池
の
ダ
ム
化
に

と
も
な
っ
て
、
狭
山
の
副
池
自
然
づ
く

り
の
会
な
ど
の
市
民
団
体
も
協
力
し
て

「
た
め
池
オ
ア
シ
ス
公
園
」
と
し
て
整

備
さ
れ
た
。
現
在
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の

整
備
や
工
作
教
室
、
自
然
観
察
会
な

ど
市
民
が
自
然
に
親
し
む
空
間
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
狭
山
市
で
最

も
新
し
い
た
め
池
、
第
二
狭
山
池
「
副

池
」
は
市
民
の
憩
い
の
場
、
自
然
に
触

れ
る
場
、
自
然
を
学
ぶ
場
と
し
て
新
た

な
使
命
を
担
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
ら
に
西
側
に
掘
削
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
戦
国
時
代
、
永
禄
初
年
頃

（
元
年
は
一
五
五
八
）
に
安
見
美
作
守

（
宗
房
）
が
改
修
し
よ
う
と
し
て
失
敗

し
た
と
記
録
さ
れ
る
樋
は
副
池
の
谷

を
利
用
し
て
設
置
し
よ
う
と
し
た
よ
う

だ
。
片
桐
の
西
樋
設
置
、
西
除
の
新

設
は
、
こ
の
安
見
の
改
修
計
画
を
引

き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
安
政
七
年

（
一
八
六
〇
）、
副
池
の
谷
の
部
分
か
ら

岩
室
村
領
分
で
一
五
間
、
池
尻
村
領

分
で
一
九
間
の
「
古
樋
」
が
発
見
さ
れ

て
遠
近
か
ら
見
物
に
人
が
集
ま
っ
た
と

『
岩
室
村
年
代
記
』（
中
林
家
本
）
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。

あ
ま
の

う
ち
の
り

さ
ん
と

い
ま
く
ま

か
さ
あ

に
し
ひ

や
す  

み  

み
ま
さ
か
の
か
み

に
し
ひ

か
ん
が
い

た
い
ま
い
け

に
し
よ
げ

よ
す
い
ば
け　

よ
げ

て
ん
ぴ
ょ
う
ほ
う
じ

け
い
ち
ょ
う

か
た
ぎ
り
か
つ
も
と

あ
ん
せ
い

む
ね
ふ
さ

い
わ
む
ろ

こ

ひ

い
わ
む
ろ
む
ら
ね
ん
だ
い
き

な
か
ば
や
し
け
ぼ
ん

と
り
し
ま
せ
い
さ
く
じ
ょ

ひ 

か
ん

よ
げ

ど
ろ
は
き

り
ょ
う
す
い
ぜ
き

は
な
て
ん
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ゆめ
﹇
特
集
﹈

跡
を
追
い
ま
す
。

　

武
田
さ
ん
が
本
格
的
に
昆
虫
の
虜

に
な
っ
た
の
は
高
校
の
時
に
生
物
部
に

入
部
し
、
理
科
室
で
数
々
の
昆
虫
の

標
本
を
見
た
時
で
し
た
。
中
で
も
蝶

の
標
本
に
は
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
紋
様
の
美
し

さ
、
珍
し
さ
。
種
に
よ
る
違
い
の
不
思

議
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
更
に
楽
し

か
っ
た
の
は
各
種
の
蝶
の
生
息
分
布
を

調
べ
る
こ
と
で
し
た
。
近
畿
の
山
野
を

歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。
特
に
日
本
で

は
年
間
数
匹
し
か
採
取
出
来
な
い
と
い

わ
れ
た
幻
の
蝶
「
ヒ
サ
マ
ツ
ミ
ド
リ
」

を
探
し
求
め
て
歩
き
ま
し
た
。
就
職

し
て
か
ら
も
続
け
、
結
婚
し
て
も
新

婚
旅
行
か
ら
帰
る
と
そ
の
翌
日
か
ら

も
う
採
集
に
出
か
け
る
と
い
う
熱
心

さ
。幼
虫
も
家
で
飼
育
し
て
い
た
の
で
、

あ
る
夜〝
キ
ャ
ッ
‼
〞と
い
う
叫
び
声
に

飛
び
起
き
る
と
、
蝶
の
幼
虫
が
夫
人

の
頬
を
這
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

職
場
は
住
友
系
の
金
属
鉄
鋼
の
会

社
で
鉄
塔
や
石
油
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に

使
用
す
る
金
属
の
パ
イ
プ
を
作
る
技

師
と
し
て
働
き
ま
し
た
が
、
仕
事
が

忙
し
く
な
り
、
遂
に
は
山
歩
き
も
蝶

探
し
の
時
間
も
無
く
な
り
、
夢
は
途

絶
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
52
年
に
大
阪
狭
山
に

住
居
を
持
っ
て
10
年
、
昭
和
62
年
に

63
歳
で
会
社
を
退
社
し
ま
す
。
そ
の

武
田
さ
ん
を
待
ち
構
え
て
い
た
の
が
地

元
の
人
た
ち
で
す
。
早
速
自
治
会
長

に
と
乞
わ
れ
ま
す
。
か
ね
て
か
ら
人
生

の
後
年
を
自
分
の
住
む
町
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
過
ご
そ
う
と
考
え
て
い
た
武

田
さ
ん
、
引
き
受
け
た
の
が
１3
年
の

長
き
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
間
地
域

に
合
唱
団
を
作
っ
た
り
、
一
か
ら
音
楽

を
勉
強
し
て
お
や
じ
バ
ン
ド
を
作
っ
た

り
文
化
活
動
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

昭
和
57
年
の
大
水
害
の
後
、
昭
和
63

年
か
ら
開
始
さ
れ
た
狭
山
池
の
大
改

修
は
平
成
14
年
に
完
成
し
、
安
藤
忠

雄
氏
の
設
計
に
よ
る
狭
山
池
博
物
館

も
出
来
上
が
り
、
池
の
構
造
の
歴
史

や
堤
の
工
学
的
価
値
を
知
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
の
北
西
部

に
造
成
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
々

は
あ
ま
り
狭
山
池
の
こ
と
は
知
ら
ず
、

そ
こ
で
武
田
さ
ん
は
考
え
ま
し
た
。

池
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
何
か
イ
ベ
ン
ト
を

起
こ
そ
う
、
と
い
っ
て
も
何
を
す
る

…
…
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
参
加
し
た
り

見
物
し
た
り
心
に
何
か
感
じ
る
も
の

…
…
そ
れ
は
「
ま
つ
り
」
だ
と
感
じ

た
武
田
さ
ん
、
自
ら
が
リ
ー
ド
し
て
市

や
商
工
会
に
働
き
か
け
、
市
民
も
巻

き
込
ん
で
「
狭
山
池
ま
つ
り
」
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
平
成
14
年
４
月
、

舞
台
構
成
か
ら
演
出
ま
で
手
が
け
第
一

回
狭
山
池
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
安
藤
忠
雄
氏
が
評
価
し
、
狭

山
池
の
堤
に
桜
の
木
を
植
え
る
こ
と

を
提
案
、
自
ら
も
苗
木
を
寄
付
、
市

民
も
参
加
し
て
植
樹
を
し
桜
の
堤
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
木
が
育
ち
、
花
の

咲
く
の
と
共
に
狭
山
池
は
多
く
の

人
々
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
周

囲
の
自
然
環
境
も
学
ぶ
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
が
「
バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
に

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

少
年
時
代
の
武
田
さ
ん
は
昆
虫
大

好
き
少
年
で
、
山
で
知
り
合
っ
た
手

塚
治
虫
さ
ん
（
漫
画
家
）
と
虫
を
追
っ

か
け
走
り
ま
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
昆
虫
少
年
武
田
さ
ん
が
人
生
の
後

半
を
費
や
し
て
取
り
組
ん
だ〝
ま
ち
づ

く
り
〞…
…
狭
山
池
を
シ
ン
ボ
ル
に
水

と
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
を
つ
く
り

た
い
と
、
１
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ

狭
山
池
を
「
ま
つ
り
」
と
い
う
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
起
こ
す
事
で
現
代
に
蘇
ら

せ
、
池
を
め
ぐ
る
自
然
環
境
を
巧
み

に
取
り
込
ん
で
蝶
や
ホ
タ
ル
の
飛
び
交

う
舞
台
を
造
る
な
ど
、
自
由
な
発
想

と
驚
く
べ
き
行
動
力
で
地
域
の
人
々
と

共
に
築
い
て
き
た〝
ま
ち
づ
く
り
〞の
軌

新
し
い
こ
と
は

一
人
の
人
間
の

熱
狂
か
ら
始
ま
るシルビアシジミ（絶滅危惧種１類）

ジャコウアゲハ

武田 博允武田 博允

〝
お
と
な
は
だ
れ
も
、
は
じ
め
は
子
ど
も
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
る
お
と
な
は
い
く
ら
も
い
な
い
。〞

「
星
の
王
子
さ
ま
」
の
著
者
、
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
が

こ
の
書
物
の
冒
頭
で
親
友
レ
オ
ン
・
ウ
ェ
ル
ト
に
捧
げ
た
献
辞
の
中
の
言
葉
で
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
そ
ん
な
、〝
い
く
ら
も
い
な
い
お
と
な
〞武
田
博
允
さ
ん
で
す
。

　

平
成
17
年
、
狭
山
池
の
西
側
の
堤

の
一
角
の
自
然
林
に
大
阪
府
の
絶
滅
危

惧
リ
ス
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
る
蝶
、「
シ

ル
ビ
ア
シ
ジ
ミ
」
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
を
作
る
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。
平
成
17
年
４
月
、
こ
の
案
は

「
狭
山
池
さ
く
ら
満
開
委
員
会
」
か
ら

提
案
さ
れ
、
平
成
18
年
４
月
「
狭
山

池
バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
の
オ
ー
プ
ン

と
な
り
ま
し
た
。
武
田
さ
ん
は
管
理
責

任
者
と
し
て
運
営
を
任
さ
れ
ま
す
。
こ

の
ガ
ー
デ
ン
で
は
大
阪
狭
山
市
全
域
で

確
認
さ
れ
る
蝶
54
種
の
内
43
種
を
５

月
か
ら
１１
月
の
間
に
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
こ
の
ガ
ー
デ
ン
で
一
番
美

し
い
蝶
は
「
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
」
で
す
。

こ
れ
が
武
田
さ
ん
の
蝶
へ
の
思
い
を
呼

び
覚
ま
し
ま
し
た
。〝
こ
の
蝶
を
守
り
狭

山
池
の
自
然
環
境
を
充
実
さ
せ
、
池

を
訪
れ
る
人
た
ち
に
四
季
折
々
の
花
と

共
に
、
そ
こ
に
舞
う
数
々
の
蝶
の
姿
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
。
そ
れ
は
ま
た
子

ど
も
た
ち
が
自
然
を
学
び
愛
す
る
教

育
の
場
に
も
な
る
。〞と
そ
の
場
に
バ
タ

写真提供：大阪狭山市
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れ
、す
で
に
明
治
八
年（
一
八
七
五
）の

地
券
※
で
は
江
戸
時
代
に
使
わ
れ
て

い
た
地
名
は
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
、半
田
だ
け
、明
治
の
初
期
に

小
字
名
の
整
理
が
な
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
今

の
と
こ
ろ
わ
か
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

市
内
で
最
も
古
い
集
落
で
あ
る
半
田

に
は
、検
地
帳
で
見
る
限
り
、本
当
に

豊
か
な
小
字
名
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
中
で
、半
田
地
区
だ
け
に
あ
っ
た

動
物
に
関
す
る
小
字
名
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は「
オ
オ
カ
ミ
」で
す
。

　
狭
山
に「
オ
オ
カ
ミ
」に
関
す
る
地

名
が
あ
る
な
ん
て
、そ
ん
な
馬
鹿
な
、

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。確

か
に「
オ
オ
カ
ミ
」は
、明
治
三
十
七

年（
一
九
〇
四
）ご
ろ
を
境
に
絶
滅
し

て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。奈

良
県
の
吉
野
郡
で
捕
獲
さ
れ
た
の

そ
の
場
所
は
確
定
で
き
ま
せ
ん
。確

定
す
る
に
は
、半
田
村
の
絵
図
が
必

要
に
な
り
ま
す
。幸
い
な
こ
と
に
、嘉

永
四
年（
一
八
五
一
）に
描
か
れ
た「
半

田
村
惣
絵
図
」が
存
在
し
ま
す
。そ
し

て
、こ
の
絵
図
と
対
応
す
る
嘉
永
四

年
の
検
地
帳
も
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ
の
二
つ
を
照
合
す
る
こ
と
で
場

所
が
確
定
さ
れ
ま
す
。市
教
育
委
員

会
の
調
べ
で
は
、半
田
の
集
落
の
南

端
に「
お
ふ
か
め
押
し
」や「
大
か
め
お

し
」が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

し
た
。つ
ま
り
、集
落
に「
オ
オ
カ
ミ
」

が
入
ら
ぬ
よ
う
、集
落
の
南
端
に
広

い
範
囲
で
罠
を
仕
掛
け
て
い
た
と
考

が
、最
後
の
例
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

吉
野
の
山
奥
な
ら
ま
だ
し
も
、狭
山

に「
オ
オ
カ
ミ
」な
ん
て
、と
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
。

　『
大
阪
狭
山
市
史 

第
十
二
巻 

地

名
編
』を
執
筆
さ
れ
た
上
田
宏
範
先

生
は
同
書
に
、「
本
市
の
動
物
地
名

に
、今
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
オ
オ
カ

ミ
が
出
て
く
る
の
は
、特
筆
に
値
す

る
で
あ
ろ
う
。半
田
の『
延
宝
検
地

帳
』に「
お
お
か
み
谷
」「
お
ふ
か
め
押

し
」「
大
か
め
お
し
」の
小
字
名
が
み

え
る
。延
宝
六
年（
一
六
七
八
）は
今
か

ら
三
百
六
十
年
ほ
ど
前
で
、当
時
の

人
々
に
こ
の
地
名
が
使
用
さ
れ
て
い

た
か
、記
憶
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。「
お
お
か
み
谷
」は
オ
オ

カ
ミ
の
出
没
す
る
谷
、「
お
ふ
か
め
押

し
」は
オ
オ
カ
ミ
を
捕
獲
す
る
罠
を

設
置
し
た
場
所
を
指
す
も
の
と
思
わ

れ
る
」と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
半
田
の『
延
宝
検
地
帳
』を
見
て
み

ま
す
と
、確
か
に「
お
お
か
み
谷
」が

三
筆
、「
お
ふ
か
め
押
し
」が
十
筆
、

「
大
か
め
お
し
」が
十
筆
と
、都
合
二

十
三
筆
の
土
地
が「
オ
オ
カ
ミ
」に
関

連
し
た
小
字
名
で
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、半
田
の
ど
こ
に「
オ
オ

カ
ミ
」を
捕
獲
す
る
罠
を
設
置
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。検
地
帳
だ
け
で
は
、

え
ら
れ
ま
す
。

　
狭
山
に
オ
オ
カ
ミ
が
来
た
と
は
信

じ
ら
れ
な
い
、と
思
わ
れ
る
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、「
オ
オ
カ

ミ
」の
出
没
す
る
谷
で
あ
る「
お
お
か

み
谷
」が
、半
田
の
最
南
端
に
あ
る
こ

と
。ま
た
市
域
の
南
に
あ
る
河
内
長

野
市
に
も
、「
を
を
カ
メ
ダ
ニ
」「
狼
谷
」

と
い
う
小
字
名
が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
も
、上
田
先
生
の
説
は
有
力
な
考

え
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　「
地
名
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴

史
」と
い
わ
れ
、「
そ
の
土
地
の
歴
史

と
文
化
の
縮
図
」と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。大
阪
狭
山
市
は
地
名
研
究
に
熱

心
な
ま
ち
で
、こ
れ
ま
で『
狭
山
の
地

名
五
十
話
』や『
大
阪
狭
山
市
史 

第

十
二
巻 

地
名
編
』な
ど
が
出
版
さ
れ

て
い
て
、地
名
研
究
の
成
果
が
披
露

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
地
名
研
究
の
過

程
に
お
い
て
、様
々
な
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　
本
市
の
池
尻
・
岩
室
・
今
熊
・
半
田

な
ど
の
旧
村
に
は
江
戸
時
代
の
検
地

帳
が
残
っ
て
い
ま
す
。検
地
帳
に
は
、一

筆
ご
と
に
小
字
名
が
書
き
込
ま
れ
、

本
市
の
自
然
と
歴
史
と
文
化
に
よ
っ

て
名
付
け
ら
れ
た
豊
か
な
小
字
名
が

存
在
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
小
字
名
が

明
治
の
土
地
台
帳
に
も
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、半
田
だ
け
は
、明

治
の
初
め
に
小
字
名
の
整
理
が
な
さ

こ
あ
ざ
め
い

大
阪
狭
山
に
も

　
オ
オ
カ
ミ
が
い
た
！？

﹇
連
載
﹈こ
の
ま
ち
に
こ
ん
な
話
が
…

橋
上
猛
雄

※
明
治
初
期
に
土
地
の

所
有
権
を
示
す
た
め

に
明
治
政
府
が
発
行

し
た
証
券
の
こ
と

い
ち
ょ
う
通
り

い
ち
ょ
う
通
り

池尻保育園●池尻保育園●

大阪
狭山市駅
大阪

狭山市駅

金剛駅金剛駅

初芝立命館中高●初芝立命館中高●

大阪府立
狭山池博物館●
大阪府立
狭山池博物館● ●青葉丘幼稚園●青葉丘幼稚園

●
イオン
●
イオン

さやか公園●さやか公園●

狭山池公園●狭山池公園●

半田半田

狭山池

寺ヶ池

新池

副池

摺
鉢
池

青
葉
丘

病
院●
青
葉
丘

病
院●

辻
本
病
院

●
辻
本
病
院

●

●第三中学校●第三中学校
●
帝塚山
学院大学

●
帝塚山
学院大学

202号線202号線

203号線
203号線

3
1
0
号
線

3
1
0
号
線

郵便局●郵便局●

東小学校●東小学校●

バタフライガーデン全景

　
こ
の
頃
武
田
さ
ん
は
も
う
一
つ
貴
重

な
仕
事
を
し
ま
す
。
自
治
会
長
を
し
て

い
た
武
田
さ
ん
宅
に
近
所
の
家
の
中
で

タ
バ
コ
を
吸
え
な
く
な
っ
た
族
た
ち
が

や
っ
て
き
て〝
西
除
川
の
川
原
で
何
か

光
っ
て
い
る
〞と
い
う
の
で
見
に
行
く
と
、

何
と
そ
れ
は
ホ
タ
ル
で
し
た
。
狭
山
池

平
成
の
大
改
修
で
埋
め
立
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
旧
西
除
川
の
河
川
に
ホ

タ
ル
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
「
人
と
自
然
博
物
館
」

の
八
木
先
生
に
鑑
定
し
て
も
ら
う
と
絶

滅
寸
前
の
「
ヒ
メ
ボ
タ
ル
」
と
判
明
し

ま
し
た
。
武
田
さ
ん
は
こ
の
ま
ま
で
は

完
全
な
保
護
が
出
来
な
い
と
富
田
林
土

木
事
務
所
（
大
阪
府
）
と
何
度
も
交

渉
を
重
ね
、
こ
の
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
生
息

す
る
河
川
敷
を
保
護
区
と
す
る
こ
と
に

尽
力
し
決
定
を
見
ま
す
。
平
成
17
年

「
狭
山
ヒ
メ
ボ
タ
ル
を
守
る
会
」
を
発
足

さ
せ
河
川
敷
に
遊
歩
道
を
作
り
、
鑑
賞

者
を
招
く
な
ど
、
大
阪
狭
山
の
ホ
タ
ル

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
今
や
ホ

タ
ル
は
毎
年
５
月
か
ら
発
生
し
は
じ
め
、

ピ
ー
ク
は
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
。

そ
の
数
は
２
７
０
０
匹
か
ら
３
３
０
０

匹
。
飛
び
交
う
淡
い
光
の
点
滅
は
ま
さ

に
夏
の
夜
の
風
物
詩
で
す
。

　

　

取
材
を
終
え
て
武
田
さ
ん
と
バ
タ
フ

ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
に
向
か
い
ま
し
た
。
池

は
静
か
で
中
ほ
ど
の
浮
き
島
に
水
鳥
が

二
羽
休
ん
で
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
近
く

に
立
つ
百
日
紅
の
濃
い
赤
紫
が
、
ブ
ッ

ド
レ
ア
の
藤
色
と
マ
ッ
チ
し
て
美
し
く
、

フ
ェ
ン
ス
一
面
に
咲
く
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
の

オ
レ
ン
ジ
色
が
秋
の
彩
り
を
見
せ
、
そ

の
中
に
ぽ
つ
ん
と
ミ
ヤ
コ
グ
サ
が
可
憐

で
し
た
。
背
景
に
広
が
る
ク
ヌ
ギ
と
エ

ノ
キ
の
林
の
中
を
水
色
の
小
さ
な
蝶
が

ち
ら
ち
ら
と
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ン
ス
に
も
た
れ
満
足
そ
う
な
武
田

さ
ん
。
そ
の
時
一
匹
の
蝶
が
飛
ん
で
き

て
武
田
さ
ん
の
背
に
そ
っ
と
留
ま
り
し

ば
ら
く
じ
っ
と
し
て
い
て
飛
び
去
り
ま

し
た
。
武
田
さ
ん
は
気
付
か
ず
じ
ま
い

で
し
た
。

　

武
田
博
允
、昭
和
６
年
２
月
10
日
生
れ
、八
拾
九
歳
。
狭
山
池
ま
つ
り
、バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー

デ
ン
、
狭
山
ヒ
メ
ボ
タ
ル
を
守
る
会
と
地
元
の
自
然
環
境
を
保
護
し
、
大
阪
狭
山
市
を
水

と
自
然
の
豊
か
な
町
に
す
る
こ
と
を
第
二
の
人
生
と
決
め
、
そ
の
姿
を
発
想
し
そ
れ
の
実

現
の
た
め
住
民
と
力
を
合
わ
せ
て
行
動
し
て
き
た
熱
狂
の
人
「
夢
人
」
な
の
で
す
。
と

せせらぎ橋

ホンダテクニカルカレッジ

生息地 A

半田井堰橋

生息地 C

生息地 B

生息地 D

新西除川

［ 主な表彰歴 ］
平成１８年 大阪狭山市表彰（功労者表彰・自治功労の部）
平成２０年 大阪府表彰（地域活動功労賞）
平成２３年 大阪狭山市教育委員会表彰（文化教育功労者表彰）
平成２６年 大阪府みどりの功労者表彰（自然環境の保全・団体）
平成２９年 大阪府表彰（河川愛護功労賞）

ホタルの生息地
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副池

西
除
川

西
除
川

初芝
立命館

●丸亀製麺●丸亀製麺

●喃風●喃風
ファミリー
マート●
ファミリー
マート●

西新町
公園

3
1
0
号
線

3
1
0
号
線

B

2

A

5

さやか名画座

2021年

151 金
場所／小ホール（全席自由）
開演／１回目 10：30～
　　　2回目 13：30～
※開場は開演の30分前
前売一般／1,000円
（当日200円増）
※プレゼントは2回目
　13時30分の回です。

作：谷奥 詩織 「山本東の弁天様」
運動会を楽しむ桜姉妹

よんこままんが

PRESENT QUIZPRESENT QUIZ

問題制作

※「さやま検定」にヒントがあります。
ウッディ・プラン

ハガキにクロスワードパズルの答え、希望の商品名・郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号「AGUA」についてのご感想を明記のうえ、次の宛先まで
ご応募ください。応募者（正解者）多数の場合は抽選になります。なお、当選者の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。締切は2020
年12月20日（日）（当日消印有効）。〒589-0005大阪狭山市狭山1-875-1 公益財団法人大阪狭山市文化振興事業団「AGUAプレゼント」係へ

応募
方法

賞

3組6名様
ペアチケット

プレゼント

A 賞B 賞C

2021年

レストラン
SAYAKA
レストラン
SAYAKA
（SAYAKAホール・4F）（SAYAKAホール・4F）

たこ焼き（2人前）
お食事券

3名様プレゼント

3組6名様
ペアチケット

プレゼント

《タテのカギ》
❶サッカーやラグビーの試合開始
❷◯◯雷同
❸俳句や和歌の秋の季語、渡り鳥
❺風がやみ、波おだやか
❻◯◯食う虫も好き好き
❽与作は木を切る
❾智に働けば角が立つ。情に棹させば流される。
　◯◯を通せば窮屈だ。

《ヨコのカギ》
❹人生はしばしば
　これに例えられる
❼清水の舞台にはこれが
　使われてないらしい
10大阪狭山市には
　この小字名が十数か所あるとか、
　かつて高札場があったのでしょうか

さやか寄席
桂文枝独演会

前号の答えは、「フロン」でした。

231 土
場所／大ホール
　　　（全席指定）
開演／14：00
※開場は開演の45分前
前売一般／3,600円
（当日500円増）
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私はこういう物です
A～Cを並び替えて
できる言葉は？

ヒント

クルマで走ってちゃ見逃してしまう、そんな大阪狭山市の魅力スポットをナビゲート！

de

妹 

： 

桜 

吉
野
　
物
静
か
で
大
人
し
い
妹
、姉
の
ブ
レ
ー
キ
役
で
も
あ
る
。

姉 

： 

桜 

八
重
　
元
気
いっ
ぱ
い
だ
け
ど
、そ
そ
っ
か
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
。

大阪狭山市大野台2丁目19-5
※駐車場あり（店裏5台）
TEL：072-366-7210　
［営］11:30～14:30・18:00～21:30
（ラストオーダー各30分前）
［休］水曜日　※来店の際は予約がベター

シェフおすすめランチコース（Bコース）
前菜・スープ・パスタ・炭火焼メインディッシュ・
パン・食後のお飲物　2,700円（税別）

シェフおすすめランチコース（Bコース）
前菜・スープ・パスタ・炭火焼メインディッシュ・
パン・食後のお飲物　2,700円（税別）

　これからの季節、あたたかい鍋を囲むことも多くなりますね。
鍋料理に欠かせないポン酢が大野台の住宅街で作られている
のをご存知ですか？ 1937年創業の造り醤油屋の屋号を引き継
ぐ“まるなりぽんず”。全国各地に足を運び、選び抜いた天然素材
をふんだんに用いたポン酢は、香り高く、鰹節・昆布のうま味も
強く、芳醇そのもの。特に11月～12月に仕込むポン酢は、しぼり
たて果汁の爽やかな香りが一層際立ちます。仕込みから出荷ま
で、ご家族そろって手作業で行うため、出荷数も限られた“幻の
ポン酢”。季節を問わず毎日の料理を引き立ててくれる万能調味
料、大切な家族との食卓に、贈り物にいかがですか？た

知る人ぞ知る幻のポン酢情報
ショップ
大阪狭山市 まるなりぽんず

た

大阪狭山市大野台1丁目31-31
TEL：072-365-6787（9:00～17:00）
FAX：072-367-8310
HP：http//marunari.net/
［休］土曜日・日曜日・祝祭日

近
畿
大
学
病
院

●

近
畿
大
学
病
院

●

●●近畿大学附属看護専門学校
近畿大学附属
看護専門学校

　
　
　
い
ちょ

う
通
り

　
　
　
い
ちょ

う
通
り

東大池公園東大池公園

大野台第4公園大野台第4公園大野台
１丁目南
大野台
１丁目南

ご注文はホームページまたは
電話・FAXで。電話予約の上、
店頭での受け渡しも可能です。

さやま未来プランナー
瀬尾 駿也

　狭山でも様々なイベントが
中止となり、街にも淋しさが感
じられますが、秋は気候も良く
何をするにもちょうど良い季
節。なかなか遠くへ外出できな
い今、たまには地元散策なども
楽しいかもしれません！
　今回は山本東にある辨財天
神社を紹介します。国道310号
線から一本裏に入ったところ

に、小さな石段があります。その石段を上ると、赤い
鳥居が2基、ひっそりと佇んでいます。このお社には
芸能や学業を司り、七福神の神様として知られる、
弁天様が祀られています。この辨財天は昭和49年
に建てられました。中には手水舎もあり小さいです
がとても立派な神
社です。受験生の
皆さん、願い事があ
る方、まずは地元の
弁天様へお参りし
ましょう。

炭火焼イタリアン La -Paceラ・パーチェ 

リポート
グルメ
大阪狭山市

陶
器
山
ト
ン
ネ
ル

陶
器
山
ト
ン
ネ
ル

コノミヤコノミヤ

南第一
小学校
南第一
小学校

〶〶

310
茱萸木南茱萸木南

西山台
3丁目南
西山台
3丁目南

上
質
な
時
間
を
楽
し
む

炭
火
焼
イ
タ
リ
ア
ン

　

3
1
0
号
線
か
ら
陶
器
山
通
り
を
ト
ン
ネ

ル
に
向
か
い
消
防
署
を
す
ぎ
る
と
左
手
の
店

並
み
に
あ
る
白
壁
に
赤
い
庇
の
お
店〝
炭
火

焼
イ
タ
リ
ア
ン 

ラ・パ
ー
チ
ェ
〞。こ
の
10
月
で

10
年
目
を
迎
え
る
。店
の
裏
側
に
設
け
た
駐

車
場
か
ら
は
木
々
や
草
花
が
茂
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、店
内
は
白
を
基
調
に

明
る
く
爽
や
か
。ガ
ラ
ス
張
り
の
オ
ー
プ
ン

キ
ッ
チ
ン
で
は
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
長
崎
祥
之

さ
ん
が
腕
を
振
る
っ
て
い
る
。有
名
ホ
テ
ル
で

修
業
を
積
ん
だ
長
崎
さ
ん
の
い
ち
押
し
は
、

紀
州
備
長
炭
で
焼
き
上
げ
る
肉
。こ
だ
わ
り

の
炭
で
焼
か
れ
た
肉
は
ま
ず
鼻
孔
を
く
す
ぐ

り
、口
に
入
れ
る
と
、し
っ
と
り
柔
ら
か
く
、

素
材
本
来
の
旨
味
が
広
が
る
。デ
ザ
ー
ト
に

は
丹
念
に
火
を
入
れ
た
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
プ

リ
ン
が
お
す
す
め
！
バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
自
家
製
ア
イ
ス
と
頬
張
れ

ば
、至
福
そ
の
も
の
。絶
品
料
理
に
、シ
ェ
フ
自

ら
の
お
も
て
な
し
は
イ
タ
リ
ア
語
で〝
平
和
〞

を
意
味
す
る
店
名
の
と
お
り
、心
に
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
大
人
の
空
間
。ゆ
っ
く
り

と
食
事
を
楽
し
み
た
い
時
に
お
す
す
め
！

ひ
さ
し

コースには季節のデザート400円（税別）
または究極のコンデンスミルクプリン
～自家製バニラアイス添え～700円（税別）
が追加できます

コースには季節のデザート400円（税別）
または究極のコンデンスミルクプリン
～自家製バニラアイス添え～700円（税別）
が追加できます

500㎖：2,500円（税別） 300㎖：1,500円（税別）
500㎖の商品ご購入に限り、大阪狭山市
生活応援買い物クーポン券ご利用可
※クーポン券の使用は2020年12月31日まで
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